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平成 31 年 3 月 14 日 

 

平成 30 年度 「空き地対策の推進に向けた先進事例構築モデル調査」 

絶 景 空 き 地 で の キ ャ ン ピ ン グ オ フ ィ ス を 通 じ た 
地主と都市部テレワーカーとの関係性構築事業 実施結果報告書 

 
一般社団法人コトハバ 

 

絶景空き地でのキャンピングオフィスを通じた地主と都市部テレワーカーとの関係性構

築事業について、下記のように報告する。 
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業務目的 

みなかみ町の象徴の一つである谷川岳を眺望できる空き地を活用してキャンピングオフ

ィスを期間限定で設営し、都市部テレワーカーと地域が関係性を構築するきっかけを醸成

することで、町内の空き地取得・賃貸の促進に資することを目的とする。 

 

 背景として、みなかみ町は高齢化の進行等により、空き家・空き地の権利分散が進み、

第三者が新たに空き家・空き地を取得することが難しくなっている。みなかみ町の取り組

みとして、空き家バンク事業等を実施しているが、十分な成果が出るまでには至っておら

ず、空き地に関しては手付かずの状況。空き地の地主（その子どもたち）が利活用イメー

ジを見出せずに困っていたり、農地転用、土地の売買などに関わる専門領域を相談できな

かったりと空き地が放置されている現状にある。 
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業務概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地主が保有する空き地でキャンピングオフィスを実施し、都市部テレワーカーがオフサ

イトミーティングしに来訪する仕組みを作る。実際に空き地が活用されることで、新しい

活用イメージが生まれ、そのイメージをもとに専門家（地域の不動産業者、土地取引の専

門家）からのアドバイスを受け、地主だけでは着想できない活用イメージを生み出す。 

 

 実施体制 
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 本事業で扱った空き地 

 30 年以上放置されていた空き地。斜面であり、未活用農地の区画もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キャンピングオフィスとは 

   自然が感じられる環境にテントを張り、経営合宿や企画会議、社員研修棟を行うス

ペースである。 

都市部の会議室にない非日常の中に身を置き、施行することによって新しいアイデ

ィアが生まれることを目的としている。また、環境を変えることによって発見される

メンバーの新たな一面や価値観を共有することにより、チームビルディングにも活用

できる。 
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キャンピングオフィスからの眺望（谷川岳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テント全景                 テント内でのミーティングの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リフレッシュとしてのコーヒー提供     ランチで提供した郷土料理 
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ランチでの交流の様子           経営合宿の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレカー 
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リフレッシュスペース           リフレッシュスペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

モバイル電源（PC に給電）         コーヒーサーブスペース 

 

湧き水サーバー（ゴミ箱など）       荷物置き 

 

アンティーク演出             レトロ暖房 
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クローク                 湿度維持 

 

チョーク置き               黒板（ホワイトボード替わり） 

 

地元リンゴ屋さんおやつ          ウェルカムドリンク 

 

 

漆器                   コーヒーサーブ 
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機能一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務フロー 

① 地主との調整 

キャンピングオフィスという新しいプロジェクトの価値を説明し、地主が納得し、地

域住民等を説得できるような形での企画進行を打ち合わせる。 

 

② トライアルを実施 

WEB 集客用のメインイメージを得る。また、地域住民に本番前の説明の機会として

も活用する。 

 

③ WEB サイト制作 

トライアルで取得したメインイメージをもとに WEB サイトを作成。WEB サイトを

軸にした広報を実施し、本番のキャンピングオフィスの集客を開始する。 

 

④ キャンピングオフィス実施 

キャンピングオフィスを実施し、都市部テレワーカーがオフサイトミーティングを行

い、空き地での活用アイディアを得る。 

 

⑤ 空き地の活用イメージを立案する 

都市部テレワーカーからのアイディア、地主が実際に得た経験などをベースに、活用

イメージを設計事務所とともに描く。 
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⑥ 土地にまつわる相談事を専門家により解決 

活用イメージを実現するため、また、空き地活用においる基礎的な調整などを専門家

に相談することで解決していく。 

 

⑦ 今回の取り組みを小冊子にまとめる 

プロジェクトを通じて、得た成果や、課題などをまとめた小冊子を制作し、ノウハウ

化する。 

 

 

業務工程 

 

当初は 9 月にトライアルを予定していたが、台風などによる雨の影響でほとんど晴れず、

トライアルの実施が 3 回ほど延期となった。そのため、WEB サイトの告知も遅れ、11 月

後半の寒い中での実施となった。当日は 4 日間ほぼ晴天であり、素晴らしいキャンピング

オフィスを提供することができた。 
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詳細な業務内容 

 地主との調整 

日時 取り組み内容 
問題となった点、苦労したこと 工夫した点、特徴 

8 月 8 日 
対象土地の情報

共有 

・空き地が農地であるため、利用す

るための手続きが必要。 

・土地の境界線があいまいで、正確

な公図を作成するのに時間がかかっ

た。 

・農業委員会に対し、テレワークと

いう言葉が通じない。 

・近隣住民がいろんな噂を立て、突

然現場に来訪してきて、都市部の人

を迎え入れるのが難しい。 

・地主に対して、活用イメージを説

明・理解してもらうのに時間がかか

った。 

・地主が想定外（近隣住民との折衝・

農業委員とのやりとり）の事案に対

して、どのように処置すべきかのや

りとりに時間がかかった。 

・地主の不安を解消する

ため、密なコミュニケー

ションを実施 

・地主が現地に来た際は、

近隣の住民にあいさつ回

りを実施し、不安などを

解消 

・現場にいるときなどで

すれ違う時は毎回、こち

らから話しかけるように

する 

8 月 15 日 
対象土地の現地

視察 

8 月 21 日 
地主と遠隔ミー

ティング 

9 月 10 日 
地主との現地打

ち合わせ 

9 月 27 日 
地主との現地打

ち合わせ 

10 月 1 日 
地主と東京で打

ち合わせ 

10 月 3 日 
地主と現地で打

ち合わせ 

10月 11日
地主と現地で打

ち合わせ 

10月12日
地主と東京で打

ち合わせ 

10月16日
地主と現地で打

ち合わせ 

10月22日
地主と東京で打

ち合わせ 

12 月 7 日 
地主と東京で打

ち合わせ 

小冊子制作インタビュー 
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空き地・空き家の利活用に関する相談窓口の設置 

日時 取り組み内容 
問題となった点、苦労した

こと 

工夫した点、特徴 

8 月 31 日 農地転用手続き 
空き地というキーワードが

NG とのこと。 

利用していない農地という表

現で申請 

9 月 23 日 

活用可能空き地に

対し、2m メッシュ

の測量を実施 

地形が分からず、造成の必

要性などを含めて検討がで

きない状態 

測量を実施。草刈りを実施し

て、地形が分かる状態にした。 

10 月 12 日 

地域の不動産屋さ

んに当該土地を活

用するためのアド

バイスをもらう 

・土地が飛び飛びになって

おり、隣地を取得しないと

活用困難。 

・雑草が森になっていて入

れない。 

・境界線が分からない。 

・土地を活用するために最低

限の手続きなどを確認してい

く。 

12 月 18 日 

活用イメージをも

とにした土地活用

に向けた疑問点の

相談 

・農地の場合の手続き方法 

・隣接地の地主との覚書案 

・売買時の坪単価根拠づく

り 

活用イメージにより、地主に

判断軸が生まれ、土地活用に

向けた具体的な相談ができ

た。 

 ※上記日時以外にも、電話・メール等で地主の相談事を解消してもらった。地元不動産市

場について、水道会社について、空き地開発に対する事例について、土地購入者の実態に

ついてなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 
 

空き地活用プランニング 

日時 取り組み内容 
問題となった点、苦労したこ

と 

工夫した点、特徴 

8 月 23 日 

遠隔でのキックオフミ

ーティング(必要な地

図データなどの確認) 

・公図だけで活用イメージを

作ろうとしたが、うまくでき

なかった。 

・現地の草がひどく、地形が

分からなかった。 

・地形の測量を行うことで、

活用イメージを検討するこ

とができるようになった。 

・青線、赤線など道なき道が

公図上はあり、扱いに困っ

た。 

・町道が個人の土地のままの

ものが発見され、扱いに困っ

た。 

・キャンピングオフィスを実

施した際の気づきをシェア

し、活用イメージの作成を依

頼。 

・狩野行政書士に公図の作

成、2m メッシュの測量を依

頼し、活用イメージを作る

ための情報整理を実施し

た。 

・土地周辺の固定資産税評

価額を参考に土地の価値を

再検討した。 

・みなかみ町の空き家バン

ク制度を通じた補助が売買

時に適用されることを確認

した。 

・キャンピングオフィスの

実施を受け、地主が活用イ

メージに実感を持てた。 

9 月 13 日 

地主を含めた遠隔ミー

ティング。ざっくりと

した地図をベースにア

イディア交換。 

10 月 2 日 

地主を含めた遠隔ミー

ティング。2mメッシュ

の測量図面をベースに

アイディア交換。 

10 月 29 日 

地主を含めた遠隔ミー

ティング。土地販売単

価などの情報交換を実

施。 

11 月 1 日 
地主を含めた対面ミー

ティングを実施。 
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キャンピングオフィス 

日時 取り組み内容 
問題となった点、苦労したこと 工夫した点、特徴 

9 月 4 日 
レンタル会社

の現地視察 

地形の傾斜 ・木っ端などを組み合わせて

水平を確保。 

・本番では地面に農業用マル

チなどを設置。 

・ポータブル電池の強化と仮

設電源の設置。 

・テントの固定強化。 

・雨天時に足元が汚れないよ

うな工夫。 

・近隣住民に対し、事前に説

明を実施。 

10 月 23 日 

トライアル実

施のためのキ

ャンピングの

設置 

・地面に傾斜があり、机ががたつき、

PC を打ちづらい 

・ほこりがすごく、PC に良くない 

・電源をポータブル電源でやろうと

したが、すぐに空になってしまう。 

・風がものすごく、テントの固定を

2 重に実施。 

・雨が降った時の対応策を考える必

要あり。 

・近隣住民が突然やってきて撮影が

中断した。 

10 月 24 日 

トライアル時

の写真・動画

撮影 

11 月 5 日 
WEB サイト

制作 

特になし 特になし 

11 月 27～

30 日 

キャンピング

オフィス本番 

・食事の提供が時間通りにできず、

苦戦した。 

・ホコリ対策として掃き掃除をやっ

たがパソコンにホコリがついてしま

う 

・風が吹き、ペグが取れ、だいぶ揺

れた時があった。 

・椅子に背もたれがなく、長時間の

PC 作業には向かない 

・黒板が書きづらい 

・夜間の警備が大変 

・近隣住民が話しかけてきて、中断

してしまった 

・周辺の工事音がうるさかった。 

・地面の泥がひどく、床が汚れる。 

・食器を洗うところが確保できず、

苦労した。 

・朝 7:00 から準備すること

で食事を時間通りに提供で

きるようにした 

・毎朝、毎晩、掃き掃除と机

のふき掃除を実施 

・ペグを打ち直し、防風性を

高めた 

・背もたれがある椅子を検討 

・夜間の警備は 5 日間実施。

快適になるようコットを導

入。 

・周辺の工事会社にお願いを

した。 

・地面に芝を敷くのを検討 

・食器の洗い場は、キャンピ

ングオフィスの機能として

最初から準備する 
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業務の成果 

 １：空き地の活用イメージが生まれ、空き地を購入してもらうための資料が整った 

  都市部テレワーカーとのアイディア交換と、設計デザイン会社の知見をもらうことで

下記のような活用イメージが生まれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コミュニケーションテラスの様子 
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 コミュニケーションテラスの別の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２：活用イメージに基づく不動産にまつわる相談事を解決できた 

   実際の不動産取引や、活用されていない農地を活用するために必要な手続きが明ら

かになった。特に農業委員とのやりとりや、隣地の取得方法などが参考になった。 

 

 

 

 ３：地主が空き地と別荘を提供し、キャンピングオフィス事業を継続することになった 

   地主の別荘 
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眼前の谷川岳 拠点の庭にテント設営が可能  

 

 

 

 

 

 

 

   ※課題であった、トイレカーとランチを提供するキッチンスペースが別荘を拠点す

ることによって提供可能となった。 

 

  キャンピングオフィス事業収支計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４：借景の空き地を持つ地主に普及展開性がある取り組みを小冊子化できた 

  別紙参照のこと 
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業務の課題 

 １：キャンピングオフィスの自立運営 

   キャンピングオフィスを参加者負担にしたとしても、単体事業ではビジネスとして

成り立つ水準を達成できないため、ほかにも収益化できる仕組みを構築する必要があ

る。現状としては、コトハバが運営するテレワークセンターMINAKAMI にサテライト

オフィス契約してくれることをキャッシュポイントとして位置づけ、事業を進行する

予定である。 

 

  参考：テレワークセンターMINAKAMI 

   廃園となった幼稚園を改修し、都市部企業が活用するサテライトオフィスとして活

用している。現状は、4 社が契約しており、みなかみ町にテレワークを通じた交流人口

増加をもたらしている。2018 年度は 650 名程度の利用者（うち 230 名程度が宿泊）実

績を達成した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２：キャンピングオフィスの認知度不足 

   キャンピングオフィスの社会的認知がまだまだ低いため、広報を地道に行うのと、

メディアに取材されるような動きをする必要がある。 
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分析・提言 

 １：空き地の基礎調査が必要 

空き地は潜在的な課題であり、課題として認知しづらい。地域不動産会社に取材を

した際、地主が空き地を持っていることに困っていない状況であり、放置されている

状況が多いことを聞いた。住民の困った声がない限り、行政としても動きようがない

ため、地主に対して、空き地を放置することで生まれるであろう課題を認識してもら

うためにも基礎自治体ごとに空き地の基礎調査を実施する必要がある。 

また、空き地の所有者が高齢であることを踏まえ、相続などを通じて空き地の権利

分散が起こり、活用したいときに活用が困難な土地が増えていくことが予測される。 

 

 ２：過疎地の山林に特化した活用方法の確立 

   みなかみ町の総面積 78,108ha のうち、約 90％を森林が占めているが、山林所有者

アンケートでは、「山林が適正に管理されている」と回答した人が約 13％に限られるな

ど、山林は全体的に荒廃しつつあり、鳥獣害の増加や観光資源としての魅力低下など

の悪影響がでてきている。 

   そのための解決策として自伐型林業に取り組んでいるが、なかなかまとまった山林

取得が難しい状態にある。自伐型林業が成り立つためには 5~10ha の面積が必要だが、

地主が分散しているため権利調整が難しい。これを解決できるような山林空き地をま

とめて活用するスキームの確立を模索してみてはいかがだろうか。 

 

 ２：過疎地の空き地に特化した活用方法の確立 

   みなかみ町には不動産業者が数件しかおらず、取引が不活性な状況にある。不動産

価値が低いため、不動産業が成り立たないためである。これは、過疎地に共通する課

題であり、これを解決するためのエコシステムが確立されることを望む。 

 

 以上 

 


